
，gso
天界160

　　　　　　　　　　　射手座の明るい新食三星

　　　　　　V505（599．1％5）Sagittariiの襯測を漿む

　花山急報第58號に既に報じた如く，此の星は昨1933年8．月22日猫國ゾンネ

ベルヒ天文肇のホフマイスタ1の獲見によるもので，金森氏（長野縣）が1933

年11月17日19時に下降した事を親骨せられた．（花山急報第7ユ號）

　最近着のナ・・リヒテン第251巻の322頁によれば，ホフマイスタ1は自身帯

解ンシユ（同天文壷）の柿へた8月28日，9月9H，9月16目の極小及び，同天文

豪並にバンベルヒ天文豪の古v・爲眞板より導いた極小より，次の要素を得た・

　　異心時の板小二J・D・2425501，376日十1．182873日×E

　即ち週期が1日4時間牛程のアルゴル型食思星で，滅馨し始めてから，回復するまで

の時間，即ち食の纏練時間：D＝4・2時間，

　又，部分食らしく，極小光度の緻績時間＝d二〇時間

　　極大光度；6．5等，極小光度＝7・6等

　第二極小，はあっても極く憩いものらしい・

　此の星は，明るv・上に，攣光範園も4時陶あまりの中に1．1等級を上下する

から，双眼鏡では少し困難だが，小望遠鏡にて，限覗観測をするには適當な

星である．大分南であるから，薬品に比して，長期問齪測できるし，叉時差

の身空上，隊洲で捕へられなv・極小を捕へられるから，歓洲の観測と合せれ

ば，短日月の中に豊富な材料が得られる事になる．

　スペクトルの研究もその内に詳しく行はれるだらうし，叉光度計，爲眞，

光電池等によって精密な光度曲線の観測もされるであらうが，極小時を数多

く決定し，それより週期の攣化を研究する材料を得るのは，學術的に見ても

意義の深VOものである・殊に，磯見せられてより時日も経ってるないから，

今後，五年十年と腰を落つけて豊富な観測をするのはアマチュアにとって野

心的な仕事である．

　もう，光度曲線の形も一通りはわかってみるから、わざわざ眼覗的に光度曲線の形

を決定したり，第二極小を捕へようとしたりしないで，極小時の決定に全力を注げば

よい．

　極小時の前後，なるべくなら，減光しかける頃から，回復するまで績けて，十分毎，

できるなら，五分毎に，光階法でやる事が必要である・時間は分まで記錐してほしい・
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剣町，低空等，目測結果に何等かの影響を與へると思はれるものは，是非記入せね

ばならぬ．

　ホフvイシタ1は，口径4糎，倍率8のファインダ1を用みてみるが，これ位

が適當なものであらう．あまり高倍率ではいけない．比較星と攣光星が同時に

三野に入る位の師ち少くとも二三度の覗野のある倍率を用みねばならぬ．
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本年中，我國にて槻臥し得る極小時の誤報は下の如し・

タ1の要素より導く）（花山急報88號に星圖あり）
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　　　　　　　　　　「科學器械」の機刊

　東京工政會嵩版部から去る六月ユ日附でL科學器械「とv・ふ新雑誌の第一號

が漏出された．我が國の學術界進歩の一象湿たるを失はなv・・庇の號は時計
のための特輯とも言ふべきもので，東京天文寮橋元技師のL天文時計i，　JOAK

の加藤倉吉氏のしラヂオによる時報装置「，遽信省電氣試験所の木村俊一氏の
．水晶時計と音叉時計「，理研のシfi　ee．k常刀氏のLIPh・nic　Chr・n・met・rn，｝中電氣會’

杜の押田三郎氏のL複式電氣時計「，東京電氣の櫻井春喜氏のL時計用同期電動
機「等，現代の優秀な時計に關する多方面の記事がある．特に此の獲刊號は天

文愛好者の必諌すべきものであろう・四六倍版，横組で，償45銭であるが，
隔月刊である由／η）


